
令和６年度
熊野町立熊野中学校区の実践
探究的な学びを中核とした「学びの変革」カリキュラム研究開発事業学びの変革」カリキュラム研究開発事業



発表の流れ

１．目指す姿

２．今年度の研究の進め方

３．今年度の単元開発 ‐ ①熊野中の実践⑴…中１

②熊野中の実践⑵…中２・中３

➂第一小の実践、第三小の実践

４．成果と課題

５．来年度に向けて
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１．目指す姿

3



熊野中学校区の特色

探究 × ふるさと学習
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本事業で熊野中学校区が目指す姿

①地域学習を持

続可能なカリキュ

ラムとして構築す

る

②「地域を愛し 地

域に愛され 地域に

生きる生徒の育成」

実現

➂児童生徒にシビッ
クプライド(都市に
対する市民の誇り)
が醸成されている

「ふるさと熊野」に誇りと愛情をもち、
熊野で学んでよかったと思える教育
…「ふるさと教育」を基盤とした学び続ける力の育成

「ここをよりよい場所にするために自
分自身がかかわっている」という
当事者意識に基づく自負心
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今年度のテーマ

地域を愛し 地域に愛され地域に生きる生徒の育成
～小中のつながりをもたせたシビックプライドの醸成～

系統的に育成を目指す資質・能力

表現力
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◆昨年度までの成果 ◆今年度の課題

〇児童生徒の「表現力」の向上

〇本中学校区において、育成したい

資質・能力である「表現力」のルーブ

リックの見直し・明確化

→教員の「表現力」育成に対する

意識向上

●小学校の地域学習と中学校での

地域学習のつながりが弱い。

●中学校における組曲は芸術活動

の側面が強く、生徒たちの主体性を

引き出す探究的な学びには至ってい

ない。
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今年度の研究
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伴走型支援の活用

①校内研修の実施…花岡指導主事による校内研修

→探究とは何か？を全教職員で共有

②１０回の探究的な学習部会の中で、様々な立場の教員が協議に参加

…研究主任、研究部所属教員、学年、教務部所属教員

➂先進校視察

…熊本市立北部中学校 ※カリキュラムマネジメントの方法について
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お互いの授業を参観し合う雰囲気づくり

①昨年度から継続

年間３回の代表者授業の実施

※全教職員で参観し、全教職員で協議

②管理職の授業参観・巡回

校長の薦め→職朝プリントで参観可能な授業の紹介

空き時間に他教員の授業を参観
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全教職員で協議する場の設定

全教職員で

総合的な学習の時間を軸に

探究を進めていく意識

来年度の
総合的な学習の時間の計画は
総合担当が考える

学年会で検討
全教職員で検討

以前
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探究的な学びを中核としたカリキュラム開発

総合的な学習の時間を軸に

教科の中でも力を付けていく

①内容的に関わる

②資質能力(表現力)の育成

に関わる

一覧できるスプレッドシートの

入力

→教科横断的な視点
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課題１小学校の地域学習と中学校の地域学習のつながりが弱い。
→小中のこれまで(R５)のふるさと学習の整理

◆一小 ◆三小

３年 学校・地域
地域の伝統

４年 福祉、町づくり、キャリ
ア教育

５年 防災・減災、町づくり

６年 国際理解、伝統・文化

３年 熊野町の人・もの・
こと

４年 熊野町の安心・安
全

５年 熊野町の農業と生
産者

６年 伝統と学校文化

◆熊中

中１ 伝統と学校文化

中２ 熊野町の安全
伝統と学校文化
熊野町の職業

中３ 熊野町の安全
伝統と学校文化

昨年度まで「防災・減災学習」というテーマを合わせて小中連携を行っ
てきたが、防災・減災学習のくり返し学習になっている。

中学校における地域学習は防災減災学習にこだわらなくてもよいのでは？
テーマを合わせた小中連携からの脱却を考えるべき
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課題２：中学校における組曲は芸術活動の側面が強く、

生徒たちの主体性を引き出す探究的な学びには至っていない。
(組曲をいかに探究していくか)

◆昨年度までの組曲

⑴全学年で組曲「筆の都くまの」

に取り組む

⑵太鼓・踊り・篠笛・書道・吹奏楽

のパートごとに分かれて教員主導

で行う

⑶活動・体験重視

◆今年度の変化

⑴１年生は単独でふるさと学習に取り組む

⑵リーダー・小グループを中心とした活動形態
※教員はあくまでファシリテート

⑶相互フィードバックシートの導入

⑷篠笛パートに「広報」活動を盛り込む
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今年度の単元開発
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熊野中の実践⑴中１「出動！熊野を盛り上げ隊」

単元の目標
：人口流出や少子高齢化の問題
を抱える地域がもっと賑わうよう
に、地域の伝統や活性化に取り
組む人々の取組を調べたり、地域
の魅力や課題を踏まえた地域の
イベントを開発して発信したりす
る活動を通して、持続可能な地域
の在り方について考え、地域のよ
さを大切にしながら当事者意識
をもって生活していくことができる
ようにする。
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あるクラスは…

自分たちで考えても正解か分からないからアン
ケートで聞いてみよう！

17

産業観光課の方
に提案



デザインを基に制作

コラボすることに！
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地域からの反応
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生徒たちは…

学校運営協議会の方に実践報告したが…

きらら会の方に手伝ってもらったんだよね？

と言われてしまう

鹿児島の中学校と交流・
２年生の組曲へ
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他のクラスも…異年齢交流の場を！！
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熊野中の実践⑵中２・中３…組曲「筆の都 くまの」

リーダー・小グループを中心とした活動形態 相互フィードバックシートの導入
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２・３年生が企画・運営した
１年生向けの篠笛体験会

ポスター作成/動画作成/小学生向け放送音源録音

熊野中の実践⑵中２・中３…組曲「筆の都 くまの」

ＲＣＣ広島！中高生ニュースへの応募・採用
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【広島!中高生ニュース】熊野中学校組曲 【広島の朝は 】THE TIME, !!

【2024

年12月4日（水）放送】_x000a_RCCの朝と言えば「THE TIME,」。_x000a_THE TIME,で放送中のコーナー「広島!中高生ニュース」では広島県内で頑張る中学生や高校生を紹介します。_x000a_今回は熊野町にある熊野中学校にお邪魔しました。■『 』_x000a__x000a_ THE TIME, _x000a_■毎週月曜日～金曜日_x000a_放送時間：あさ5：20～8：00_x000a_司会：安住紳一郎（TBSアナウンサー）_x000a__x000a_過去の放送分は再生リスト「広島！中高生ニュース」から

熊野中の実践⑵中２・中３…組曲「筆の都 くまの」
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地域からの反応

熊野中の実践⑵中２・中３…組曲「筆の都 くまの」
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生徒の振り返りー今年度について
熊野中の実践⑵中２・中３…組曲「筆の都 くまの」

26



生徒の振り返りー今年度について
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生徒の振り返りー来年度について
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熊野第一小学校の実践
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熊野第三小学校の実践・４年生「安心・安全ランド」

自分の考えや調べたことを、相手や目的を意識して伝えた。
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成果と課題
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成果

①小学校段階で熊野町の魅力を理解していた児童が、中学校段階では熊野町の

魅力だけではなく課題と向き合い、生徒主体の課題発見・解決学習を進めることが

できた。

②昨年度よりも多くの地域の方との連携を図り、地域の方に学ぶ機会が増えた。

➂教職員が「探究」について協議する場面が多く見られるようになった。

➃中学校独自の質問紙調査の肯定的回答の割合を本事業開始時（令和６年６月）

と現在（令和７年１月）とを比較したところ、上昇が見られた。
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表現力・教員の意識調査(６・８・１０月)
「生徒は、勉強したことを使って、自分の考えを分かり
やすく伝えられるようになっている」
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表現力の評価

★生徒の評価 ★教員の評価
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シビックプライド醸成・生徒の評価
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来年度に向けて
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今年度の課題

①中学校における組曲は、未だ芸術的側面が強く、

探究的な学習には至っていない。

②校種を超えての児童・生徒同士の交流が少なかった。
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今後の改善方策

①組曲については、第３学年を中心にカリキュラムを見つめ直し、

探究的な学習を推進していく。

②行事や授業交流等で児童・生徒同士が交流できる場を設定す

る。

→小中のカリキュラムを再度照らし合わせて熟考して、

密な小中連携を図っていきたい。
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現状、課題や研究を進めるうえで難しさを感じていること
他地域の状況などで知りたいこと

● どのような形で小中連携しているか

(資質能力、行事交流、カリキュラム開発など)

● 校内体制づくりについて

● カリキュラムマネジメントについて
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